
 

 

 

 

 

土江 仁 院長より ～ご挨拶～

創刊によせて 

当法人の沿革は昭和４９年に開設された土江医院までさかのぼり、昭和５５年に現在の 

屋号である所沢緑ヶ丘病院を開院いたしました。 

以来、４９年にわたり患者様、ご家族の皆様、地域の方々、あるいは職員並びに関係各 

位に支えられて今日を迎えることが出来ました。組織が半世紀近く存続することは並大抵の 

ことではなく、こうした多くの皆様のお力添えの賜物であり、心より感謝と御礼を申し上げます。 

 

さて、組織の存続に最も大事な要諦は、環境への適応であります。 

ダーウィンの著書「種の起源」の中で、「生き残るのは最も強いものでも最も賢いものでもなく、 

最も変化に適応したものである。」と著しております。 

現在日本の医療は、他の諸外国に類を見ない急激なスピードで進行 

する高齢化社会と、人口減少を背景に慢性的な医療従事者不足と医 

療経済資源の枯渇、さらに、今般の新型コロナウイルスのような新興感 

染症など、様々な変化への対応や多岐に渡る問題の解決が求められて 

います。特に高齢化は、首都圏のベッドタウンを中心に顕著であり、埼玉 

県においては所沢市を含む、西部医療圏は、団塊の世代の 2025年問 

題のみならず、団塊ジュニア世代の 2045年まで増加をするといわれて 

います。これらの問題解決のために急性期から長期慢性期まで、すなわ 

ち医療から福祉に至る整合性のとれた効率的なシステムを再構築することが急務となっています。 

 

当法人は 外部環境や地域のニーズに応えるべく、1987年に病床拡大を行い、特例許可老人病院、療養型 

病床群を経て、訪問看護ステーションや居宅支援事業所を有したのち、2000年に介護保険法が成立したこと 

を受け、医療保険と介護保険の両病床を有しました。その後、2007年から 2020年３月までは、循環器を中心 

とした一般病床 33床と、医療療養病棟 111床の 144床ケアミックスの病棟を構成しました。急性期医療から 

介護など、多岐に渡り変遷を重ね、今後の医療を必要とする介護ニーズはもとより地域包括病床の在宅復帰の 

受け皿とての地域医療への貢献も鑑み、2020年 4月に「緑ヶ丘介護医療院」93床を開院いたしました。また、 

外来診療においても、地域のかかりつけ医として、身近な疾患だけでなく、高血圧や脂質異常、糖尿病などの生活 

習慣病に対応すべく、診療、管理に加え栄養指導、服薬指導、リハビリテーション等も行っております。 

 

時代の流れに則した、新しい医療・介護の形を、 

この「みどりがおか便り」を通して皆様に知って 

いただき急性期治療を終えた患者様、医療・ 

介護の必要な利用者様、ご家族及び地域の 

皆様に真に必要とされる良質な医療、介護を 

提供する病院、及び介護施設を目指して 

いきたいと考えています。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お便り発刊に当たり職員から名前を募集し「みどりがおか便り」と決定しました 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        おかかポン酢和え  五目煮  牛乳 

       桜ちらし   白身魚の磯部揚げ  みそ汁 

 

 

 

                                              利用者様、一人一人の大切な人生。その一端をご紹介させていただきます 

創刊号の利用者インタビューは、 

大正１５年生まれ、現在９６歳、７月のお誕生日には９７歳になる Tさんにご登場いただきます。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月は利用者の皆様がどのようなお食事を召し上がっているか、ご紹介させていただきます。 

 
利用者様の状態に合わせて、なるべく口から食べて頂けるよう工夫しています。 管理栄養士 向井 

Ｑ４ いつ北見から引越していらしたんですか？ 

 
あ、いつだったか… 子供達が良くしてくれ

て、こっちに来ようということになりました。 

次男や次男の嫁さんが呼んでくれました。 

とても良くしてくれています。 

 



   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

当法人の医療、介護並びに新型コロナウイルス感染症に伴う面会 

制限へのご理解とご協力を賜り、 厚く御礼申し上げます。 

ご家族の方々へは長期にわたり大変ご不便をお掛けしております。 

現在、平日午後２回の予約にてビニールカーテン越し面会を実施し 

ております。ゴールデンウイーク明けの第９波、５類感染症移行後の  

状況により、面会方法を検討していきたいと思います。 

何卒ご理解とご協力の程、宜しくお願い申し上げます。 
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